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3会派の論議
代表質問
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村
長
就
任
あ
い
さ
つ
こ
そ
が
「
住
民

に
信
頼
さ
れ
る
行
政
」
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
身
近
な
役
場
を
つ
く
る
方
策
と
は
。

　

ま
ず
は
分
か
り
や
す
い
役
場
に
す

る
必
要
が
あ
り
、
会
議
や
組
織
・
機

構
な
ど
の
名
称
を
変
え
ま
す
。
村
民
の
暮

ら
し
の
現
場
に
接
す
る
機
会
を
増
や
し
、
対

話
重
視
に
よ
り
成
果
を
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
で
の
格
差
問
題
を
い
か
に
と
ら

え
て
い
る
か
。
村
民
の
経
済
的
自
立
は

確
立
さ
れ
て
い
る
と
お
考
え
か
。

　

市
町
村
民
所
得
の
統
計
値
に
よ
る

と
、
本
村
は
県
内
で
は
や
や
上
位
で

推
移
し
て
い
ま
す
。
転
職
な
ど
に
よ
り
、
世

帯
間
の
所
得
差
は
あ
り
ま
す
が
、
格
差
が

広
が
っ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

若
者
や
女
性
を
中
心
に
非
正
規
雇
用
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、
国
の
指
針
で
も
雇
用

改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
事
業

主
へ
の
周
知
と
理
解
が
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。　

農
業
振
興
の
た
め
に
、
農
家
が
元
気

に
な
る
施
策
と
本
村
農
業
の
特
徴
を
伺

い
ま
す
。

　

消
費
者
の
多
様
な
要
望
に
対
応
す

る
た
め
に
も
、
生
産
・
販
売
の
多
様

化
を
図
り
、
農
業
者
自
ら
が
所
得
確
保
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
産
直
施
設
、
育
成

牛
の
預
託
施
設
の
調
査
な
ど
を
進
め
ま
す
。

企
業
支
援
の
対
策
は
。

　

製
造
業
な
ど
村
内
に
お
い
て
も
業

務
拡
大
の
意
向
が
あ
り
ま
す
が
、
土

地
利
用
の
規
制
か
ら
、
用
地
確
保
に
苦
慮

し
て
い
ま
す
。

　

策
定
中
の
村
土
地
利
用
計
画
で
は
工
業

用
地
確
保
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
西
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
で
は
業
種
の
縛
り
が
撤
廃

さ
れ
た
の
で
、
村
内
か
ら
の
移
転
も
で
き
る

よ
う
に
優
遇
措
置
を
行
う
も
の
で
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
福
祉
の
村
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
何
か
。

・
三
役
、
職
員
の
給
与
見
直
し
は
。

・
巣
子
駅
線
の
開
通
見
通
し
は
。
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基
幹
産
業
の
農
畜
産
業
と
誘
致
企

業
の
育
成
の
具
体
策
は
。

　

農
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
継

続
的
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
地
域

の
担
い
手
と
組
織
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

企
業
の
育
成
に
関
し
て
は
、
短
期
、
長

期
的
視
野
で
課
題
解
決
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
村
内
の
若
い
元
気
の
あ

る
企
業
の
集
積
を
図
り
地
域
産
業
の
活
力

を
高
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
、
学
校
教
育
施
設
の
耐

震
診
断
状
況
と
そ
の
対
策
は
。

　

滝
沢
南
中
の
北
校
舎
は
現
在
建

設
中
で
、
他
は
こ
の
ほ
ど
耐
震
診

断
を
実
施
し
、
耐
震
診
断
判
定
委
員
会
に

書
類
を
提
出
予
定
で
す
。
そ
の
結
果
で
、

必
要
に
よ
り
耐
震
化
推
進
計
画
を
策
定
し

補
強
改
修
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

日
本
経
営
品
質
賞
受
賞
を
受
け
、

今
後
の
施
策
展
開
は
。

　

村
民
と
行
政
が
協
力
し
あ
っ
て

地
域
力
を
高
め
、
こ
の
た
び
の
受

賞
を
機
に
培
っ
て
き
た
組
織
能
力
や
職
員

個
々
の
能
力
を
有
効
に
活
用
し
、
役
場
が

住
民
と
共
に
身
近
な
存
在
と
な
り
、
地
域

の
発
展
に
努
め
ま
す
。

　

第
５
次
総
合
計
画
の
中
で
、
村
民
が

豊
か
さ
を
実
感
す
る
た
め
の
計
画
的

な
投
資
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。
そ
の
具

体
的
な
推
進
策
は
。

　

総
合
計
画
を
着
実
に
推
進
し
な

が
ら
成
果
を
出
し
、
豊
か
さ
を
実
感

で
き
る
地
域
社
会
で
あ
る
べ
き
で
す
。

　

19
年
度
は
、
公
約
と
の
整
合
も
図
り
な

が
ら
、
重
点
政
策
で
あ
る
「
産
業
が
元
気

な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」
に
新
規
３
事
業

を
、
ま
た
滝
沢
地
域
社
会
の
次
代
を
担
う

子
供
た
ち
の
育
成
・
支
援
に
か
か
る
事
業

を
重
点
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
計
画
の
自
主
財
源
は
ど
の
よ
う

に
求
め
て
事
業
推
進
す
る
の
か
。

　

歳
入
面
で
は
雫
石
町
の
ご
み
処
理

受
け
入
れ
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に

よ
る
財
政
効
果
や
、
国
の
税
源
移
譲
等
に

よ
る
村
税
の
規
模
拡
大
と
学
校
給
食
の
収

納
確
保
対
策
を
進
め
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
基
に

人
件
費
の
縮
減
と
物
件
費
の
抑
制
に
努
め

ま
す
。
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計画的な投資を進める
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